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事業所案内 仕様・販売価格等

「媛マルライン」は、愛媛県の特産品・「砥部焼」の窯元から排出される製品（不適合品）を粉砕、
ふるい分けし、原料の一部として活用したカラー路面標示材です。
砥部焼を混入することで、ライン上における滑り抵抗値の向上が見込まれるほか、埋立処分されている
砥部焼のリサイクル促進に貢献しています。

製造者：株式会社四国ライト 

媛マルライン

製品の
概　要

愛媛県の特産品・砥部焼を
リサイクル活用したカラー路面標示材

事業所名：株式会社四国ライト
所 在 地：今治市延喜甲840-1
T Ｅ Ｌ：0898-31-8851 
Ｆ Ａ Ｘ：0898-31-8801
Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.shikokuright.co.jp/

優良リサイクル製品

規格：日本工業規格（JIS K 5665-2008 3種1号）準拠
滑り抵抗値（初期値）：湿潤状態 75BPN以上
荷姿：20㎏/袋

詳細は左記までお問い合わせ下さい。

製造工程

熱可塑性樹脂・骨材・
ガラスビーズ等

＋

砥部焼 
粒径0.4～0.8㎜

砥部焼の回収

①宇和島･四万十だんだん街道

③生名島・佐島・弓削島
　3島めぐりコース

②今治・西条ゆうゆう輪道

④風車コース
施工

混合撹拌

施工例
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媛マルライン
（路面標示用塗料）

愛媛マルゴト自転車道整備工事
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取 組 概 要

コンクリート
アスファルト用

建設汚泥・泥土
浚渫土・残土用

木材用 混合廃棄物分別用

事業所概要 MAP

藤岡建設株式会社

循環型の
取り組み

｢捨てない土木｣で資源を活用、現場リサイクル・
現場循環型工法に取り組む事業所

優
良
循
環
型
事
業
所

優良循環型事業所

　藤岡建設株式会社では、工事現場で発生する建設系産業廃棄物をその場で分別・破砕・混練固
化・ふるい分けなど適正な処理を施すことにより、現場で再利用する「捨てない土木」で資源の活
用を推進しています。
　これにより、廃棄物の削減だけでなく、従来必要であった運搬費、処分費、新規骨材購入費も削
減され、トータルコストの削減を可能としています。

事業所名：藤岡建設株式会社
所 在 地：西条市周布1758-3　　
T Ｅ Ｌ：0898-68-7239
F A X：0898-68-7454
U R L：http://www.fujiokakk.co.jp

○丹原リサイクル工場 
所在地：西条市丹原町田野上方1097番地
TＥＬ：0898-68-7729
F A X ：0898-68-3738
○川根リサイクル工場
所 在 地：西条市丹原町川根乙38-4

木材リサイクル
間伐材、伐採木、流木等、従来の困っている廃木材
を細かく砕き、チップ化する。
チップ化された木材は、パルプ原料、発電燃料等
の様々な分野で利用されている。

フライアッシュリサイクル
フライアッシュ（石炭灰）にセメント及び消石灰、水
を加えて混合し、混練固化処理過程をした上で無
害化し、道路路盤材や、土留工事や擁壁工事で再
生砕石及び再生栗石として利用されている。

混合廃棄物分別リサイクル
混合廃棄物を減容化・リサイクルする処理方法を検
討し、徹底した分別再生ミッションを目指している。

コンクリート・アスファルトリサイクル

建設汚泥・泥土・浚渫土・残土・リサイクル
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セメント混練固化 破砕 ふるい分け
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ふるい分け

再生砕石

埋戻し材

盛 土 材

固化材混合（セメント系）
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藤岡建設株式会社

ケーズデンキ

フジ東予店

東予高 東予東中

ヤマダ電機東予丹原I.C

今
治
小
松
自
動
車
道

西条市
西消防署

丹原庁舎

丹原高


